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目的 表在性皮膚腫瘍に対する PDT の治療効果を検証する 
研究デザイン 後ろ向きコホート研究 
セッティング イタリアの大学病院 
対象者 日光角化症 50 例、表在型基底細胞癌 23 例、結節型基底細胞癌 30

例、色素性基底細胞癌 4 例、表在性有棘細胞癌 12 例、結節性有棘細

胞癌 6 例、ボーエン病 6 例、ケラトアカントーマ 4 例 
対象者情報（国籍） 1.日本人 2.日本人以外 3.国籍区別せず （ 3 ） 
対象者情報（性別） 1.男性 2.女性 3.男女区別せず （ 3 ） 

対象者情報（年齢） 

1.乳幼児 2.小児 3.青年 4.中高年 5.老人 6.乳幼児・小児 
7.乳幼児・小児・青年 8.乳幼児・小児・青年・中高年 
9.乳幼児・小児・青年・中高年・老人 10.小児・青年 
11.小児・青年・中高年 12.小児・青年・中高年・老人  
13.青年・中高年 14.青年・中高年・老人 15.中高年・老人  
16.乳幼児・青年 17.乳幼児・中高年 18.乳幼児・老人 
19.小児・中高年 20.小児・老人 21.青年・老人  
22.年齢区別せず （ 22 ） 

介入（要因曝露） 20％アミノレブリン酸外用 PDT（ダイレーザー） 
ｴﾝﾄﾞﾎﾟｲﾝﾄ（ｱｳﾄｶﾑ） エンドポイント 区分 

1 完全奏効率 1.主要 2.副次 3.その他（ 1 ）

2  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

3  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

4  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

5  1.主要 2.副次 3.その他（  ）

主な結果 

基底細胞癌に関して：初期治療時の完全奏効率は表在型基底細胞癌

100％（23/23）、結節型基底細胞癌 80％（24/30）、色素性基底細胞

癌 0％（0/4）。中央観察期間 29 ヶ月での最終的な完全奏効率はそれ

ぞれ 86.9％（20/23）、50％（15/30）、0％（0/4）であった。 

結論 

表在性の皮膚腫瘍に対してアミノレブリン酸外用 PDT は有用な治

療法である。 
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エビデンスのレベル分類（ ＩＶ ） 
比較的症例数も多く、表在型と結節型基底細胞癌の両者を対象とし

ているため、治療効果の比較検討がしやすい。日本人の基底細胞癌

は白人と異なり大半が色素性であるために、PDT の適用を考える上

では重要なデータである。 
 




